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これは夜間温室内気温が低下した際にブ
ロアが停止し，雪山内の縦方向の雨水に
よって出来た穴と横方向の空気穴が繋が
っている部分でドラフトが起き冷気が逆
流したものと思われる．
８／１８一日の温度についてＦｉｇ．４に示す．
夜冷短日処理で冷房が必要となるのは
１６時から翌８時までであり，朝方のマル
チ内の温度は満足しているが，夕方遮光
シー卜に日射があたっている時刻は
２３℃であり，冷房能力が不足しているの
がわかる．夜間ブロアはほとんど動作し
ておらず，夜間だけで見ると冷房能力は
必要としない．
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Ｆｉｇ．５断熱材周辺及び雨水によって出
来た穴からの空気の流通
実験が失敗した原因をＦｉｇ．５に示す，
横穴の径が小さく圧力損失が大きかった
ため，ウレタン断熱材の周囲を空気が流
通し，穴が広がったためと，雨水によっ
て出来た縦方向の穴と，横方向の空気穴
が通じてしまい，結果的に短絡したもの
である．
５．雪山からの冷風採取法
これらの試験結果をふまえ，雪山を春
に造成し，夏実際に冷房を必要とする期
間の前に穴をあけ，この穴から冷風を得
る方法として二種類の方法を考えている
Ｆｉｇ．６・Ｆｉｇ．７に示す．
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Ｆｉｇ、６通過式雪山一空気熱交換方式
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Ｆｉｇ、７往復式雪山一空気熱交換方式
Ｆｉｇ．６は雪山中を一方向に空気が通過
し』雪と空気が熱交換するタイプを示し
ている．Ｆｉｇではブロアを引きで示して
いるが，押しの場合も，二台使用する場
合も考えられる．雪と断熱材に使用する
パーク材の間にはシートを挟んでいる．
これは雨水がパーク材を通過した後，雪
に小さな穴を無数に空けることが確認さ
れており，この穴から空気を吸い込むこ
とを防ぐためにシートで雪を覆う必要が
ある．吸気・排気はそれぞれＶＰ管を用い
る．このｖＰ管の周囲にはウレタン断熱材
を設置しているが，この断熱材により，
雪山内部に空間を設けパーク材の崩落を
防ぐものである．
Ｆｉｇ．７は往復式の雪山一空気熱交換方
式について示している‘Ｆｉｇではブロア
を引きで示している．この方式だと押し
の状態で設置するのは，多少工作が必要
となる．吸気・排気は二重管で行う．一方
向式と比較し構造的に簡素にすることが
可能である．
二つの方法は共に，造成した雪山に夏
季横穴をあける必要がある．この雪山に
横穴を空ける方法として，ＶＰ管に水を流
しつつ人間が手で押すだけで１０ｍ程度の
穴を空ける事が可能であることを確認し
ている．今回のテストでは３／４インチの
ＶＰ管を用いて１０ｍの長さを１５分程度で
空ける事が可能であった．
６．結言
今回の試験運転は雪の融け方が予期
せぬ方向から進んだため，実験としては
失敗に終わった．この試験運転において
判明したことを以下に示す．
1．雨水による空気穴を防ぐために，雪と
断熱材の間にはビニールシート等で
雨よけをする必要がある．
2．既設の雪山に３０ｍｍの穴を１０ｍ程度横
に空けることは容易であり，空気の圧
力損失を低減するためにも，この空気
穴の大きさは大きいほうが望ましい.
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